
　「環境月間」の ６月に実行委員会と市が開催する参加型・体験型の環境イベントです。
ぜひご来場ください。l環境政策課☎０４２・４７０・７７５３

第２9回第２9回  東久留米市環境フェスティバル東久留米市環境フェスティバル
みんなで創る　みんなの未来みんなで創る　みんなの未来

日時 66月�月�77日㈯午前10時〜午後4時�日㈯午前10時〜午後4時�
88日㈰午前10時〜午後3時日㈰午前10時〜午後3時

場所 市民プラザ（市役所１階）、落合川市民プラザ（市役所１階）、落合川

イベント 内容 問い合わせ

フードドライブ
（未利用食品の回収）
回収できるもの
未開封で賞味期限まで2カ月以上
あり、常温保管が可能な食品

（生鮮食品、酒類は不可）

お持ちいただいた食品
は、フードバンクを通じ
て、食事に困っている方
々へ寄付されます。詳細
は市nをご覧ください。

ごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７

廃食用油の回収
回収できるもの
使用済みの植物性食用油

（例＝使い終わったてんぷら油、
賞味期限切れの油など。いずれも
家庭から出されるもので、液体の
ものに限る）
フタ付容器（ペットボトルなど）に
入れた状態でお持ちください。

お持ちいただいた廃食用油は、持続可能な
航空燃料（SAF）の原料として活用します。
出展場所には、７日に限り、脱炭素社会実
現 に 向 け た プ ロ ジ ェ ク ト「 Fry to F ly 
Project」を実施する日揮ホールディングス
㈱によるVR体験を行います。VRでは廃食
用油の発生からSAFで航空機が飛ぶまでの
サプライチェーンを体験できます。

ごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７

ecoキャップ回収 ペットボトルのキャップをお持ちいただく
と、特製シールと交換できます。

東京ガスイズミエナジー
エコキャップ回収事務局
☎03・3396・3212

おもちゃ・食器の回収、
古紙の分別ゲーム

まだ使えるおもちゃ、育児用品、文房具、
食器、小物雑貨などを回収しています。

東多摩再資源化事業協同組合
☎042・395・9788

せともののリサイクル、
販売(７日のみ)

回収受け付けは午前１０時～午後３時。割れ
たり使わなくなった陶器をリサイクルしま
す。ガラスと土鍋は回収不可。梱包資材は
お持ち帰りください。

おちゃわんリサイクルの会
・江波☎042・473・8815

参加団体による
非営利バザー（８日のみ）

各団体が持ち寄ったものを販売します。
※当日の物品回収、受け取りはありません。　

▼�（福）椎の木会第二どんぐりの
家・大場☎042・470・1685

▼�ボーイスカウト東久留米第1
団 ・ 村 上 ☎ 090・6799・
9802

市n

みんなでリユース・リサイクル イベントでは、不用品の回収
・販売などを行っています。

・�雨天時はイベント内容などが変更となる場合があります。変更の
場合は、開催場所や市nなどでご案内します。

・徒歩、自転車、公共交通機関でお越しください。
・配布物、品物を扱うイベントは、なくなり次第終了します。

全体注意事項全体注意事項

応募いただいた作品は、市民プラザホールで
展示します。 １ 人 ３ 作品まで応募可能です。
応募方法ニックネーム、年代（例＝50代）を明
記し、専用フォーム、m（kankyoseisaku@
city.higashikurume.lg.jp）またはo（042・
470・7809）で環境政策課まで提出を

環境川柳募集中！環境川柳募集中！

スタンプラリースタンプラリー 謎解きクロスワード謎解きクロスワード
受付でパンフレット（スタ
ンプラリー用紙）を配布し
ます。会場内でスタンプ集
めて、景品をもらおう！

謎解きクロスワードに挑戦！
謎を解いて特別な景品をも
らおう！

専用フォーム

この他にも展示やフードコーナーなど
イベントが盛りだくさん！

詳細は市nや公式Instagramをご覧ください。

落合川で川下り！
川に入るので濡れても良い服装
や靴でお越しください。
※人気のため早期受付終了の場合あり。

市内出身のアーティスト、
大小島真木氏の作品を展示！
７ 日には、作者による講演会
を開催します。

両日
環境アートの展示環境アートの展示

（講演会）午前１１時から
市民プラザホール

（展示）

7日
7日

市内出身の落語家、立川志獅丸
師匠による寄席を開催！

環境落語環境落語
午後 ２ 時から
市民プラザホール7日

（いずれも受付時間、雨天中止）

トムソーヤの川下りトムソーヤの川下り（落合川いこいの水辺で受け付け）（落合川いこいの水辺で受け付け）

午前 ９ 時半～午後 ２ 時

午前 ９ 時半～午後 １ 時半8日

7日
市長になりきってまちづくり！
ボードゲームを使ってＳＤＧｓ
を楽しく学べるイベントです。

東京都SDGsワークショップ東京都SDGsワークショップ

7日
8日

木の実人形作り、ノコギリ体験、
ストラップ作りができます。

（いずれも受付時間）

手づくり体験ひろば手づくり体験ひろば
午前１０時～午後 ３ 時半

午前１０時～午後 ２ 時半

8日

気象予報士による気象予報士による
熱中症予防の講演会熱中症予防の講演会

午前１１時から
市民プラザホール

市n

イベント情報の詳細は市イベント情報の詳細は市nnや公式Instagramで！や公式Instagramで！

Instagramのイベント公式アカウントで
は、出展団体や最新情報を投稿します。
当日はフォロワー限定の特典も！Instagram

ID：higashikurume_festival

今号の主な内容

No. 1374

令和7年
（2025年）

6／1 号
・高校生等医療費助成制度医療証の所得制限を撤廃します… 2面

・ ６月は食育月間……………………………………… 2面

・国民健康保険に加入している方へ　保険証の有効期限について… 3面

・たまろく恐竜ラボ　きみも博士だ！恐竜調査に乗りだそう！… 9面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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発行／東久留米市　　編集／企画経営室秘書広報課　　　　　　■東久留米市ホームページ
毎月１日・１５日発行



l児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６

　 ７ 年１０月から、青医療証の所得制限を無くし、市内在住の全
ての高校生相当年齢（１５歳に達する日の翌日以後の最初の ４ 月
１ 日から１８歳に達する日以後の最初の ３ 月３１日までの間）の児
童を対象に医療費の助成を行います。
　新規に該当する方は申請が必要となるため、 ６月下旬に送付
する申請書をご提出ください。なお、現在既に青医療証をお持
ちの方は申請不要です。詳細は市nをご確認ください。
■医療証があると…
　通院の場合、 １回の自己負担分の上限が２００円になります（現在既に対象の
方は、変更はありません）。
■青医療証の対象とならない児童
▼国内の健康保険に加入していない方　▼生活保護を受けている方
▼児童福祉施設から医療券が発行されている方　▼里親に委託されている方
▼一部負担金の無いひとり親家庭等医療費助成（親医療証）を受けている方
▼心身障害者医療費助成（障受給者証）を受けている方

医療証交付までのスケジュール（予定）

申請書審査（書類に不備があった場合はご連絡します）７～８月

新たに青医療証の対象となる児童に申請書を送付６月下旬

１０月から有効の医療証を郵送９月下旬

市n

栄養バランスを考えよう栄養バランスを考えよう
l健康課保健サービス係☎０４２・４７７・００２２、
　多摩小平保健所生活環境安全課保健栄養担当☎042・450・3111

主食主食
ごはんやパンなど
エネルギーの
もとになる

副菜副菜
野菜・きのこ・海藻など
からだの調子を整える

主菜主菜
肉・魚・乳製品など
からだを作る
もとになる

　市健康増進計画（第 ３次）で健康に関するアンケートを行った
結果、「 １日 ２回以上は主食・主菜・副菜をそろえた食事をして
いる」と回答した１８歳以上の大人は全体の ７ 割を超えており、
栄養バランスのとれた食事をしている方が多い状況でした。
　一方で、副菜にポイントを絞り、野菜料理を １日に食べてい
る量に関する質問には、 １～ ２皿くらいしか食べていない方が
６割弱と、野菜の摂取量自体は少ない状況でした。
　野菜は １ 日の目標量３５０ｇ以上（野菜料理で ５～ ６ 皿）食べら
れると、高血圧や心疾患などの循環器病の死亡率の低下や糖尿
病の予防に効果があることが報告されています。毎食取り入れ
るようにしましょう。

市nでは、食育月間の特集ページや、野菜
摂取や減塩に役立つレシピ集を公開してい
ます。また、わくわく健康プラザでは、食
育月間に関する展示も行っていますので、
ぜひご覧ください。 市n（食育月間） 市n（レシピ集）

（東くるめの野菜レシピPart17より抜粋）

野菜の摂取
目標量

1日350g以上

−−野菜と減塩野菜と減塩−−

　多摩小平保健所と圏域 ５ 市は、食育月間に「栄養バランスを考
えようー野菜と減塩ー」をテーマとした食育啓発活動を行います。
月間期間中にバランスの良い食事や適切な食塩の摂取を目指して、
健康的な身体づくりをはじめましょう。

主食主食・・主菜主菜・・副菜副菜をを揃えて揃えて
バランスの良い食事バランスの良い食事をを !!

野菜がポイント野菜がポイント!!

適切な塩分摂取適切な塩分摂取をを !!

高校生等医療費助成制度医療証高校生等医療費助成制度医療証
（（青医療証）の所得制限を撤廃します医療証）の所得制限を撤廃します

６月は食育月間６月は食育月間

　健康日本21（第 ３次）の食塩（20歳以上）の摂取目標量は「 １日 ７ｇ未満」となっ
ていますが、日本人の食塩摂取量は １日当たり約10ｇで、他の国々と比較して
も大きく上回っています。
　食塩を摂り過ぎると血圧が上がり、循環器疾患のリスクが高まったり、胃が
んなどがんのリスクが上昇したりします。適切な塩分摂取を意識してみましょ
う。

■適切な塩分摂取のポイント
・栄養成分表示で食塩相当量を見る習慣をつけよう
　買い物の際に心がけてみましょう
・ひと口味を確認してから、調味料をかけるか考えよう
　必要な量を少しずつ使いましょう
・�調味料は直接食品にかけないで、お皿にとってから食品をつけ
よう
　食品につく量が少なくて済みます
・ラーメンなどのスープは残そう

■野菜をいつもより多く取り入れるポイント
・手軽に食べられる野菜をストック・活用
　例えば…�冷凍野菜、カット野菜、ミニトマ

トなど洗ってすぐに出せるもの
・きのこや海藻も野菜の仲間
　�きのこは冷凍して、海藻は乾燥したものや
ドライパックをストックしてみよう

・新鮮で栄養価の高い地場野菜を活用しよう

7．6．1 2
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市

民

生

活

７
年
度
国
民
健
康
保
険

税（
国
保
税
）の
改
定

　

国
民
健
康
保
険（
以
下
、
国

保
）は
、
病
気
や
け
が
を
し
た

と
き
に
、
加
入
す
る
皆
さ
ん
の

経
済
的
負
担
を
抑
え
、
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

保
険
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
も

の
で
す
。
国
保
制
度
は
財
源
を

国
や
都
な
ど
の
公
費
と
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
国
保
税
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
急
速

な
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度

化
に
よ
る
医
療
費
の
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
７
年
度
国
保
税
の
税
率
等
改

定
　
平
成
３０
年
度
か
ら
、
都
が
市

と
と
も
に
保
険
者
と
な
り
、
一

体
と
な
っ
て
新
た
に
制
度
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
都
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
市
は

都
が
決
定
し
た
納
付
金
を
納
め
、

都
か
ら
医
療
費
の
支
払
い
に
必

要
な
交
付
金
を
受
け
取
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
７
年
度
の
市
か
ら
都
へ
の
納

付
金
の
支
払
い
に
要
す
る
財
源

に
つ
い
て
は
、
不
足
額
が
約
５

億
９
２
０
０
万
円
に
上
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
財
源

の
不
足
は
国
保
税
に
よ
っ
て
対

応
す
る
の
が
基
本
と
な
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
国
保
税
の
引
き

上
げ
の
ほ
か
一
般
会
計
繰
入
金

（
赤
字
繰
り
入
れ
）を
３
億
４
２

０
０
万
円
投
入
し
、
そ
の
上
で
、

改
定
総
額
を
約
７
５
０
０
万
円

と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１

人
当
た
り
の
平
均
引
き
上
げ
額

は
約
３
０
９
５
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
保
健
事
業
等
の

そ
の
他
の
財
源
不
足
額
へ
の
対

応
分
を
合
わ
せ
た
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ（
赤
字
繰
り
入

れ
）総
額
は
、
約
４
億
３
１
０

０
万
円
に
上
り
、
依
然
と
し
て

非
常
に
厳
し
い
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
国
保
税
の
算
定
方
法

　
国
保
税
は
、
負
担
能
力
に
応

じ
て
算
出
さ
れ
る
所
得
割
と
、

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
ご
負

担
い
た
だ
く
均
等
割
の
合
算
に

よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。
具
体
的

な
税
率
等
や
算
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
市
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
７
年
度
の
変
更
点（
所
得
割

額
の
税
率
・
均
等
割
額
の
改
定

に
関
す
る
も
の
以
外
）

▼
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
＝

負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
税
負

担
を
求
め
る
国
の
方
針
に
従
い
、

医
療
分
を
６５
万
円
か
ら
６６
万
円

に
引
き
上
げ
、
後
期
支
援
分
を

２４
万
円
か
ら
２６
万
円
に
引
き
上

げ
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
５
割
・
２
割
軽
減
判
定
所
得

の
見
直
し
＝
低
所
得
者
に
対
す

る
保
険
税
軽
減
の
見
直
し
で
は
、

経
済
動
向
を
踏
ま
え
て
２
割
と

５
割
の
軽
減
判
定
所
得
を
引
き

上
げ
、
基
準
を
緩
和
し
ま
し
た
。

◎
国
保
事
業
の
健
全
運
営
に
向

け
て

　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
国
保
事

業
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
保
税
の
税
率
な
ど
を
改
定
し

ま
し
た
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

l
保
険
年
金

課
国
民
健
康

保
険
係
☎
０４２

・
４
７
０
・

７
７
３
３

７
年
度
市
民
税
・
都
民

税
・
森
林
環
境
税
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

発
送
日
６
月
１０
日
㈫

e
▼
普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）の

方
▼
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収（
年
金
天
引
き
）の
方

　
※
非
課
税
の
方
に
は
送
付
し

ま
せ
ん
。
な
お
、
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）の
方

に
は
、
税
額
決
定
通
知
書
を
勤

務
先
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

i
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
時
期

に
よ
っ
て
は
、
６
月
１０
日
㈫
に

発
送
す
る
納
税
通
知
書
に
申
告

内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

後
日
改
め
て
税
額
変
更
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

◎
７
年
度
課
税
・
非
課
税
証
明

書
　
７
年
度
の
課
税
・
非
課
税
証

明
書
の
発
行
開
始
日
は
６
月
１０

日
㈫
で
す
。
次
の
通
り
、
発
行

開
始
時
間
が
場
所
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
本
庁
舎
・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

・
連
絡
所
＝
午
前
８
時
半
か
ら

▼
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
＝

午
前
９
時
か
ら

　
※
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の
た

め
、
６
月
２
日
㈪
・
９
日
㈪
は

終
日
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

l
課
税
課
市
民
税
係
☎
042
・
４

７
０
・
７
７
７
７（
内
線
２
３

３
３
～
２
３
３
７
）

�

（
４
面
へ
続
く
）

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
７
年
度
の
支
給
金
額
が

改
定
に
な
り
ま
し
た

　
７
年
４
月
分（
６
月
振
り
込

み
分
）か
ら
は
次
の
通
り
で
す

（
い
ず
れ
も
月
額
）。
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
は
、
物
価
の
変

動
に
応
じ
て
給
付
基
準
額
が
改

定
さ
れ
、
７
年
度
は
６
年
度
か

ら
２
・
７
㌫
の
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。

　
▼
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
＝
５
４
５
０
円（
※
）▼
障

害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
＝

１
級
６
８
１
３
円
、
２
級
５
４

５
０
円
▼
遺
族
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
＝
５
４
５
０
円

　
※
あ
く
ま
で
基
準
額
で
あ
り
、

実
際
の
金
額
は
保
険
料
納
付
済

期
間
な
ど
に
応
じ
て
算
出
さ
れ

ま
す
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

請
求
で
お
困
り
の
時
は
、
お

手
元
に
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
を
ご
用
意
の
上
、

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

５
７
０
・
０
５
・
４
０
９
２

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
か
た
る
詐
欺
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労

働
省
が
、
電
話
で
家
族
構
成

や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・

暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
、
手

数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審

に
感
じ
た
ら
、
武
蔵
野
年
金

事
務
所
☎
０
４
２
２
・
５
６

・
１
４
１
１
ま
た
は
警
察
相

談
専
用
電
話（
＃
９
１
１
０
）

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

l
同
事
務
所

７
年
４
月
分
か
ら
年
金
額

が
改
定
に
な
り
ま
し
た

　
７
年
４
月
分（
６
月
振
り

込
み
分
）か
ら
の
老
齢
基
礎

年
金（
満
額
）の
月
額
は
次
の

通
り
で
す
。
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
７
年
度
は
６
年
度
か

ら
原
則
１
・
９
㌫
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金（
満
額
）＝

６
万
９
３
０
８
円（
※
）

　
※
昭
和
３１
年
４
月
１
日
以

前
の
生
ま
れ
の
方
は
、
月
額

６
万
９
１
０
８
円
。

国
民
年
金

だ
よ
り

市n

　６年１２月１日までに発行した国民健康保険被保険者証（保険証）の有効
期限は、一部の方を除き７年９月３０日までです。
　手元の保険証の有効期限到来後は、マイナ保険証または資格確認書
で医療機関等を受診する必要があります。
　マイナンバーカードでの健康保険証利用登録が済んでいない方（マ
イナ保険証をお持ちでない方）に対しては、これまでの保険証と同じ
ようにお使いいただける「資格確認書」を７月末頃に送付します。

◎マイナンバーカードの健康保険証利用に関するお問い合わせ
マイナンバー総合フリーダイヤル☎０１２０・９５・０１７８（ ５ 番を選択し、
音声ガイダンスにしたがってお進みください）
受付時間▼平日＝午前 ９時半～午後 ８時▼土曜・日曜日、祝日＝
午前 ９時半～午後 ５時半（年末年始を除く）
※マイナンバーカードの健康保険証情報の誤りなども連絡可

l保険年金課国保年金資格係☎０４２・４７０・７７３２
国民健康保険に
加入している方へ

市n

◎国民健康保険に加入されている方のマイナ保険証の利用登録解
除について
　マイナンバーカードの健康保険証利用登録は任意であるため、
利用登録の解除の手続きができます。詳細は市nをご覧ください。

◎マイナ保険証をお持ちの方のうち次に該当する方は申請により資
格確認書を交付します
▼�マイナンバーカードを紛失した、または更新中で、有効なマイナ
ンバーカードが手元にない
▼マイナンバーカードを返納する予定である
▼�介助者等の第三者が高齢者または障害者である被保険者本人に同
行して本人の資格確認を補助する必要があるなど、マイナ保険証
での受診が困難である
▼�その他、マイナ保険証によるオンライン資格確認を受けることが
できない事情がある

※国民健康保険以外の方は、加入している健康保険（保険者）にご確認ください。

◎マイナ保険証をお持ちの方（マイナンバーカードの健康
保険証利用登録をしている方）
　医療機関等を受診するときはマイナ保険証をご利用ください（ ６ 年12月 １
日までに発行した保険証も有効期限が切れるまでは使用可）。自身の被保険
者資格等を簡易に把握できるよう、「資格情報のお知らせ」を交付します。

６年12月1日まで６年12月1日までに発行したに発行した

保険証保険証のの有効期限有効期限についてについて

　市の最上位計画となる「東久留米市第 ５ 次
長期総合計画後期基本計画」の策定に向けた
市民意見を募集します。
対象市内在住・在学・在勤等をされている方
期間 ５ 月28日～ 6月30日㈪
回答方法今年度、都などとの連携事業で導入
するデジタル掲示板でのオンライン受付を原
則とします。なお、オンラインでの回答が困
難な方向けに、市内各図書館（開
館時間中）または企画調整課（市
役所 4 階）で回答用紙の配布・
受付を行います。回答内容は同
掲示板で公開します 回答フォーム

（５月28日公開）

l企画調整課☎０４２・４７０・７７０２

市民意見を募集します市民意見を募集します
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（
３
面
か
ら
続
く
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

発
送
し
ま
す

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
る
こ
と
で
、
薬
代
の
自

己
負
担
額
の
軽
減
が
見
込
ま
れ

る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

方
に「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」を
送

付
し
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
切
り
替
え
る
場
合
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

発
送
時
期
６
月（
２
月
処
方
分
）

～
１１
月（
７
月
処
方
分
）の
各
月
、

花
粉
症
に
係
る
お
知
ら
せ
は
１

月（
前
年
３
月
処
方
分
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
一

般
的
に
低
価
格
で
あ
り
な
が
ら

新
薬（
先
発
医
薬
品
）と
治
療
学

的
に
同
等
で
あ
る
と
厚
生
労
働

省
に
認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医

薬
品
の
こ
と
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

　
※
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
在
庫
状
況
な
ど
に
よ
り

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
処
方
箋
に
変
更

不
可
の
印
が
あ
る
薬
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
の
ご
案
内

　
市
で
は
保
健
事
業
の
一
環
と

し
て
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被

保
険
者
の
方
を
対
象
に「
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
健
診

結
果
を
基
に
必
要
な
対
象
者
へ

保
健
指
導
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加

の
ご
案
内
や
、
電
話
で
の
受
診

勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
食
事
や
運
動
等
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
糖

尿
病
等
の
症
状
の
重
症
化
を
予

防
し
、
健
康
的
な
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
か

か
り
つ
け
医
と
連
携
し
な
が
ら

実
施
す
る
も
の
で
す
。

ご
案
内
時
期
６
月

保
健
指
導
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
期
間

７
月
末
～
８
年
１
月

e
対
象
者
の
方
に
は
市
か
ら
ご

案
内
を
送
付
し
ま
す

g
無
料

　
※
か
か
り
つ
け
医
で
の
診
察

・
検
査
料
等
の
保
険
診
療
分
に

か
か
る
一
部
負
担
金(

医
療
機

関
で
の
窓
口
お
支
払)

は
参
加

者
ご
自
身
の
負
担
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

k
参
加
希
望
の
方
は
送
付
内
容

を
ご
覧
い
た
だ
き
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

l
▼
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

＝
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

の
方
＝
同
課
高
齢
者
医
療
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
８
４
６

こ
ど
も

と
教
育

６
月
は
児
童
手
当
等
の

定
例
払
月
で
す

振
込
予
定
日
▼
児
童
手
当
＝
６

月
１０
日
㈫
▼
児
童
育
成
手
当
＝

６
月
１１
日
㈬
▼
ひ
と
り
親
家
庭

住
宅
手
当
＝
６
月
１３
日
㈮

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

児
童
育
成
手
当
の 

現
況
届
を
送
付
し
ま
す

　
現
況
届
は
、
引
き
続
き
手
当

て
を
受
け
る
た
め
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。
現
況
届
が
未
提
出
の

場
合
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
該
当
す
る
方
に
は
現
況
届
を

６
月
６
日
㈮
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次

の
通
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
６
月
３０
日
㈪
ま
で
に

（
必
着
）、
郵
送（
返
信
用
封
筒

で
市
役
所
児
童
青
少
年
課
助
成

支
援
係
宛
て
）ま
た
は
直
接
同

係（
市
役
所
２
階
）へ
提
出
を

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
６

高
齢
者

・
福
祉

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
募
集

c
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
外
出

の
支
援（
外
出
先
に
お
い
て
必

要
な
視
覚
的
情
報
の
支
援
な

ど
）

e
同
行
援
護
従
事
者
養
成
研
修

（
一
般
過
程
）を
終
了
し
た
方

報
酬
１
３
４
１
円
か
ら

j
短
時
間
の
ガ
イ
ド
が
で
き
る

方
歓
迎

k
l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

７
・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

介護保険サービスの各種軽減制度
l介護福祉課介護サービス係☎０４２・４７０・７７５０

◆生活に困っている方に対する軽減制度
　低所得で生計が困難な方のうち、要件に該当する方は、介護サービスの
利用者負担額などが軽減されます。
対象となるサービス都と市に軽減実施の申し出をした介護サービス事業所
などが提供するサービス
軽減内容利用者負担額など（介護サービス費・居住費・食費）を２５％（老齢
福祉年金受給者は５０％）軽減　※生活保護受給者は居住費のみ全額軽減。

要件次の①〜⑥のすべてに該当する方または生活保護受給者
①世帯全員および配偶者（世帯分離している場合を含む）が住民税非課税②
年間収入が１５０万円（世帯員が １ 人増えるごとに５０万円を加えた額）以下③
預貯金などが３５０万円（世帯員が １ 人増えるごとに１００万円を加えた額）以下
④日常生活に供する資産以外に活用できる資産がない⑤親族に扶養されて
いない⑥介護保険料を滞納していない

◆介護保険施設における居住費（部屋代）・食費の軽減制度
　介護保険施設サービスなどを利用している方のうち、
要件に全て該当する方は、居住費（部屋代）・食費の軽減
制度（負担限度額認定）があります（右表 １ 参照）。
対象となるサービス▼施設サービス（介護老人福祉施設
・介護老人保健施設・介護医療院など）▼短期入所サー
ビス（短期入所生活介護・短期入所療養介護など）
軽減内容所得段階に応じ、施設に支払う １ 日当たりの居
住費・食費の自己負担額の上限を右表 １ の金額まで軽減
要件①世帯全員および配偶者（世帯分離している場合を
含む）が住民税非課税②預貯金などが基準額以下（右表 ２
参照）
申請に必要な書類申請書および右表 ３ の書類
■更新の方には申請書を送付します
　現在、有効期限が ７ 月３１日までの負担限度額認定証を
お持ちの更新対象者には、 ６ 月中旬までに「更新申請の
お知らせ（申請書同封）」を送付しますので、必要に応じ
て申請してください。
■住民税課税世帯における特例減額措置
　住民税課税世帯でも、要件に全て該当する方は、居住
費か食費、またはその両方について、第 ３ 段階②の負担
限度額を適用します（右表 １ 参照）。
要件①世帯員が ２ 人以上②施設サービス利用者で、右表
１ の第 ４ 段階の居住費・食費を負担している③世帯の年
間収入から、利用者負担額など（施設サービス費・居住
費・食費の年間合計）の見込み額を除いた額が８０万９０００
円以下④預貯金などの額が世帯で４５０万円以下⑤日常生
活に供する資産以外に活用できる資産がない⑥介護保険
料を滞納していない

表１　１日当たりの居住費（部屋代）・食費の負担限度額（７年８月１日から）
段階区分 居住費（部屋代） 食費

所得区分 利用料負担 
段階

ユニット型 
個室

ユニット型 
個室的多床室

従来型個室
（※） 多床室 施設

サービス
短期入所 
サービス

住
民
税

課税世帯 第４段階 軽減なし（施設との契約額を支払います）

非
課
税
世
帯

前年の合計所得金額と
課税年金収入額、非課
税年金収入額の合計が
年間１２０万円超

第３段階 
② １,３7０円 １,３7０円

１,３7０円
43０円 １,３６０円 １,３００円

（８8０円）

前年の合計所得金額と
課税年金収入額、非課
税年金収入額の合計が
年 間 ８０ 万 9000 円 超
１２０万円以下

第３段階 
① １,３7０円 １,３7０円

１,３7０円
43０円 ６５０円 １,０００円

（８8０円）

前年の合計所得金額と
課税年金収入額、非課
税年金収入額の合計が
年間８０万9000円以下

第２段階 ８8０円 55０円
55０円

43０円 39０円 ６００円
（４8０円）

老齢福祉年金受給者
第１段階 ８8０円 55０円

55０円
０円 ３００円 ３００円

生活保護受給者等 （３8０円）

（※）　カッコ内は、介護老人福祉施設に入所または短期入所サービスを利用した場合の金額です。

表２　預貯金等の基準

第３段階② 単身で　５００万円以下、夫婦で１,５００万円以下

第３段階① 単身で　５５０万円以下、夫婦で１,５５０万円以下

第２段階 単身で　６５０万円以下、夫婦で１,６５０万円以下

第１段階 単身で１,０００万円以下、夫婦で２,０００万円以下

※�第２号被保険者（６５歳未満）の方の基準は、収入等に関係なく
単身で１,０００万円以下、夫婦で２,０００万円以下です。

表３　申請書に添付が必要な書類
必要書類 書類の例

身元確認のできる書類 介護保険被保険者証など
マイナンバー確認書類 マイナンバーカードなど

通帳の写し
 （普通・定期など）

銀行名・口座番号・名義人
のわかる部分および直近２
カ月以内に記帳した最終残
高のページ

その他書類 有価証券・投資信託など
※�通帳の写し・その他書類については、本人および配

偶者名義のものが必要です。
※�鉄道共済組合の年金を受給されている方は、年金支

払通知書等の写しが必要です。

いずれの制度も軽減を受ける
ためには申請が必要です。
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

高齢者・福祉市民生活 こどもと教育



介
護
の
し
ご
と
入
門
研
修

　
７
日
間
で
介
護
の
基
本
的
な

知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
研
修
で
す
。
介
護
に
つ
い

て
知
り
た
い
方
、
勉
強
し
た
い

方
、
働
き
た
い
方
、
介
護
の
基

礎
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
研

修
最
終
日
に
は
、
介
護
の
仕
事

や
働
き
方
に
つ
い
て
、
市
内
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
方
と
相

談
で
き
る「
お
し
ご
と
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
研
修
は
、
厚
生
労

働
省
が
定
め
る「
介
護
に
関
す

る
入
門
的
研
修
」に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
す
。

a
全
７
回
。
左
表
の
通
り

b
成
美
教
育
文
化
会
館

e
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
ま
た
は

市
内
で
の
介
護
の
仕
事
に
興
味

の
あ
る
方
で
、
全
７
回
の
研
修

と
お
し
ご
と
相
談
会
に
参
加
で

き
る
方（
年
齢
不
問
）

f
先
着
３０
人

j
▼
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
の

保
育
あ
り（
定
員
４
人
）。
申
し

込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
▼

研
修
修
了
者
に
は
市
が
発
行
す

る
修
了
証
明
書
を
交
付
し
ま
す

k
６
月
２
日
㈪
～
２６
日
㈭
に
、

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
セ
ン
ト

ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社
宛
て
電
話

（
☎
０３
・
６
８
０
３
・
５
６
２

４
）、
o（
０３
・
６
８
０
３
・
５

８
３
８
）、
ま
た
は
m（st_

kenshu@
hom

e.m
isaw

a.
co.jp

）で

　
※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
平

日
午
前
１０
時
～
午
後
６
時
。

l
介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係
☎

０４２
・
４
７

０
・
７
７

７
７（
内

線
２
５
０

１
～
２
５

０
３
）７

年
度
東
京
都 

介
護
支
援
専
門
員 

実
務
研
修
受
講
試
験

受
験
要
項
・
受
験
申
込
書
配
布

６
月
２
日
㈪
～
３０
日
㈪
に
介
護

福
祉
課（
市
役
所
１
階
）、
健
康

課（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
内
）、

東
部
・
中
部
・
西
部
の
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
都
庁
本

庁
舎
、
都
福
祉
保
健
財
団
で
配

布
。
郵
送
希
望
者
は
、
封
筒
に

「
令
和
７
年
度
受
験
要
項
送
付

希
望
」と
明
記
の
上
、
３
２
０

円
切
手
を
貼
付
し
た「
角
２
サ

イ
ズ
」の
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
、
郵
送（
〒
１６３

−
０
７
１
８
、

新
宿
区
西
新
宿
２

−

７

−

１
、

新
宿
第
一
生
命
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

１８
階
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都

福
祉
保
健
財
団
人
材
養
成
部
介

護
人
材
養
成
室
ケ
ア
マ
ネ
試
験

担
当
宛
て
）を

試
験
日
１０
月
１２
日
㈰

k
６
月
２
日
㈪
～
３０
日
㈪
に

（
消
印
有
効
）、
必
要
書
類
な
ど

を
簡
易
書
留
で
同
財
団
宛
て
郵

送
を

l
同
財
団
☎
０３
・
３
３
４
４
・

８
５
１
２
、
市
内
配
布
先
に
つ

い
て
は
市
介

護
福
祉
課
介

護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７

５
０リ

ハ
ビ
リ
専
門
職
を 

派
遣
し
ま
す

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職（
理
学
療

法
士
な
ど
）を
年
１
回
派
遣
し

ま
す
。ま
た
、ご
当
地
体
操「
わ

く
わ
く
す
こ
や
か
体
操
」を
新

た
に
実
施
す
る
団
体
に
は
、
複

数
回
派
遣
し
ま
す
。

e
市
内
で
活
動
し
て
い
る
お
お

む
ね
６５
歳
以
上
の
方
で
構
成
し

て
い
る
団
体

d
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

k
l
活
動
場
所
を
担
当
す
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
半

〈
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
〉）▼

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
担
当
地
域
は
上
の
原
・
金
山

町
・
神
宝
町
・
氷
川
台
・
大
門

町
・
小
山
・
東
本
町
・
新
川
町

・
浅
間
町
）☎
０４２
・
４
２
８
・

７
７
８
８
▼
中
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
担
当
地
域
は
本

町
・
幸
町
・
中
央
町
・
南
沢
・

学
園
町
・
ひ
ば
り
が
丘
団
地
・

南
町
・
前
沢
一
～
三
丁
目
）☎

０４２
・
４
５
１
・
５
１
２
１
▼
西

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
担
当
地
域
は
前
沢
四
・
五
丁

目
、
滝
山
・
野
火
止
・
八
幡
町

・
柳
窪
・
弥
生
・
下
里
）☎
０４２

・
４
７
２
・
０
６
６
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

養
成
講
座

　
認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
た
と

え
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
地
域

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
あ
る
方
や

ご
家
族
を
あ
た
た
か
い
目
で
見

守
る「
応
援
者
」と
し
て
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
ま
せ
ん
か
。
認
知
症
の
予
防

方
法
も
一
緒
に
学
び
ま
す
。

a
７
月
４
日
㈮
午
後
２
時
～
３

時
半（
１
時
半
か
ら
受
け
付
け
）

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
第
３

・
４
会
議
室

c
認
知
症
の
正
し
い
理
解
や
接

し
方
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で

き
る
こ
と
な
ど

e
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
こ
と
が
な
い
方

f
先
着
４０
人

g
無
料

j
▼
受
講
修
了
者
に
は
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
」を
進

呈
▼
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催

k
６
月
２
日
㈪
～
２７
日
㈮
に

（
日
曜
日
を
除
く
）、
電
話
で
中

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日
・
o
番
号

を
記
入
の
上
、
o
で
送
信
を

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
５
１

・
５
１
２
１（
o
０４２
・
４
５
１

・
５
１
２
３
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

受
給
者
の
所
得
区
分
の

変
更

　
前
年
度
と
課
税
状
況
が
変
わ

っ
た
な
ど
の
場
合
、
有
効
期
間

の
途
中
で
も
所
得
区
分
変
更
手

続
が
で
き
ま
す
。
所
得
区
分
変

更
手
続
を
行
っ
た
場
合
、
申
請

日
の
翌
月
初
日
か
ら
新
し
い
所

得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

l
障
害
福
祉
課
福
祉
支
援
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
４
７

自
立
支
援
医
療（
精
神

通
院
）を
受
給
し
て
い

る
方
へ

　
精
神
疾
患
お
よ
び
て
ん
か
ん

に
よ
る
、
通
院
の
た
め
の
医
療

費
助
成
の
制
度
で
す
。

　
通
常
、
医
療
保
険
で
は
医
療

費
の
３
割
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
自
立
支
援
医
療
制
度

を
併
用
し
た
場
合
は
原
則
１
割

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

本
人
・
世
帯
の
所
得
や
疾
患
な

ど
に
応
じ
て
、
月
額
自
己
負
担

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
所
得
以
上
の
方
は
、
非
該

当
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
更
新
手
続

　
毎
年
必
要
で
す
。
継
続
す
る

場
合
は
、
必
ず
更
新
手
続
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
が

終
了
す
る
と
、
自
己
負
担
額
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
有
効
期
間
の
３
カ
月
前
か

ら
障
害
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま

す
。
有
効
期
間
は
お
手
持
ち
の

受
給
者
証
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
診
断
書
の
提
出

　
更
新
手
続
に
お
け
る
診
断
書

の
提
出
は
、
病
状
お
よ
び
治
療

方
針
の
変
更
が
な
い
場
合
、
２

年
に
１
度
で
す
。
前
回
申
請
の

際
に
診
断
書
を
提
出
し
て
い
る

場
合
は
、
今
回
の
提
出
は
不
要

で
す
。

　
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の

再
開
申
請
や
前
回
診
断
書
な
し

で
手
続
し
た
方
は
、
診
断
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
方
は
、
前
回
更
新

時
に
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、

手
続
更
新
の
た
め
に
診
断
書
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
所
得
区
分
の
変
更

　
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な

っ
た
、
ま
た
は
前
年
度
と
課
税

状
況
が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
、

有
効
期
間
の
途
中
で
も
所
得
区

分
変
更
手
続
が
で
き
ま
す
。
新

し
い
所
得
区
分
の
適
用
は
申
請

日
の
翌
月
初
日
か
ら
で
す
。

◎
Ｓ
Ｍ
Ｓ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

通
知
サ
ー
ビ
ス

　
都
で
は
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
ま
た
は
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証（
精
神
通
院
）を
お

持
ち
の
方
に
対
し
、
更
新
手
続

き
開
始
１
週
間
前
に
Ｓ
Ｍ
Ｓ

（
シ
ョ
ー
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

サ
ー
ビ
ス
）ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
通
知
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
現
在
の
手
帳
や
受
給

者
証
の
有
効
期
限
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

l
同
課
福
祉
支
援
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
４
７

住
環
境

蚊
の
発
生
防
止

　

東
京
都
で
は
６
月
を「
蚊
の

発
生
防
止
強
化
月
間
」と
し
て

集
中
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
、
蚊
が
媒
介
す
る

感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発

生
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
蚊

に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
な
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
蚊
の
発
生
抑
制
・
防
御
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

幼
虫
対
策
不
要
な
水
た
ま
り
を

な
く
す（
例
＝
植
木
鉢
の
受
皿
、

空
き
缶
）

成
虫
対
策
▼
草
む
ら
や
や
ぶ
は

定
期
的
に
手
入
れ
を
す
る
▼
刺

さ
れ
な
い
よ
う
に
長
袖
の
着
用

や
必
要
に
応
じ
て
忌
避
剤（
虫

避
け
剤
）を
活
用
す
る

l
環
境
政
策
課
生
活
環
境
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３

危
険
物
安
全
週
間

　
６
月
８
日
㈰
～
１４
日
㈯
は
危

険
物
安
全
週
間
で
す
。
私
た
ち

の
身
の
回
り
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン

や
灯
油
の
ほ
か
、
ス
プ
レ
ー
缶
、

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
て
ん
ぷ

ら
油
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
の
着

火
剤
な
ど
、
火
が
着
き
や
す
く

火
事
が
起
き
や
す
い
製
品
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
製
品
に
書
か
れ

て
い
る
注
意
書
き
を
よ
く
読
み
、

正
し
く
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

l
東
久
留
米

消
防
署
予
防

課
危
険
物
係

☎
０４２
・
４
７

１
・
０
１
１

９

高
齢
者
等
世
帯
に
対
す
る

ご
み
出
し
サ
ポ
ー
ト

　
高
齢
者
等
世
帯
が
事
前
に
ご

用
意
い
た
だ
い
た
ご
み
収
集
容

器（
ポ
リ
バ
ケ
ツ
な
ど
）に
、
決

め
ら
れ
た
収
集
曜
日
や
時
間
に

か
か
わ
ら
ず
、
ご
み
や
資
源
物

を
出
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

e
身
近
な
方
な
ど
の
協
力
を
得

て
も
な
お
、
市
が
定
め
た
収
集

・
回
収
曜
日
お
よ
び
排
出
時
間

ま
で
に
家
庭
廃
棄
物
の
排
出
が

困
難
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲

げ
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

る
世
帯
▼
介
護
保
険
法
に
基
づ

き
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

４
・
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け

た
方
▼
身
体
障
害
者
福
祉
法
に

基
づ
き
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

・
２
級
の
認
定
を
受
け
た
方
▼

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
認
定
を
受
け
た
方
▼
愛
の
手

帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害
の
程

度
が
１
度
・
２
度
の
方

k
利
用
申
請
書（
市
n
ま
た
は

ご
み
対
策
課
窓
口
で
取
得
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
対

象
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ

か
る
書
類（
世
帯
全
員
分
）を
添

え
て
同
課
窓
口
へ
申
請
を

l
同
課
業
務
係
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７

�

（
６
面
へ
続
く
）

同財団n

SMS
申し込み
フォーム

LINE

東京消防庁n

市n

表　介護のしごと入門研修　日程と時間
日程 時間

７月９日㈬・
16日㈬、
8月7日㈭

午前9時半～午後０時半

７月１８日㈮・
８月２０日㈬ 午前9時半～午後２時半

７月３０日㈬ 午前９時半～１１時半

８月２７日㈬ 午前１０時～午後４時

申し込み
フォーム
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（
５
面
か
ら
続
く
）

な
く
そ
う
！ 

望
ま
な
い
受
動
喫
煙

　
受
動
喫
煙
と
は
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
人
が
、
意
図
せ
ず
周

囲
の
人
の
喫
煙
に
よ
っ
て
有
害

な
煙
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
い
い
ま
す
。
紙
巻
き
た
ば

こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
、

タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素
な
ど
の

有
害
物
質
は「
主
流
煙（
喫
煙
者

が
直
接
吸
い
込
む
煙
）」よ
り
も

「
副
流
煙（
た
ば
こ
の
先
端
か
ら

立
ち
上
る
煙
）」の
ほ
う
が
は
る

か
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

加
熱
式
た
ば
こ
も
健
康
に
害
を

及
ぼ
す
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、

周
り
の
人
へ
の
健
康
へ
の
悪
影

響
が
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
令
和

２
年
４
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た

改
正
健
康
増
進
法
で
は
、「
喫
煙

を
す
る
際
、
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
配

慮
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
法
第
二
十
七
条
第
１
項
）。

　
喫
煙
者
の
方
は
、
喫
煙
が
で

き
る
場
所
で
喫
煙
を
す
る
際
に

も
、
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
周
囲
の
状

況（
煙
が
流
れ
る
こ
と
で
の
周

囲
の
影
響
）を
確
認
す
る
、
特

に
、
こ
ど
も
や
療
養
中
の
人
の

前
で
は
喫
煙
を
控
え
る
な
ど
の

配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

l
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係
☎

０４２
・
４
７
７
・
０
０
２
２

市n受動喫煙防止 
ロゴマーク

お
知
ら
せ

第
２
回
市
議
会
定
例
会

　
令
和
７
年
第
２
回
市
議
会
定

例
会
が
６
月
５
日
㈭
～
２５
日
㈬

の
日
程
で
開
催
の
予
定
で
す
。

一
般
質
問
が
９
日
㈪
～
１２
日
㈭
、

常
任
委
員
会
が
１６
日
㈪
～
１８
日

㈬
、
予
算
特
別
委
員
会
が
１９
日

㈭
の
予
定
で
す（
い
ず
れ
も
土

曜
日
・
日
曜
日
は
休
会
）。

l
議
会
事
務
局
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
８
９

ご
み
集
積
所
跡
地
の 

売
却

　
家
庭
ご
み
の
全
品
目
戸
別
収

集（
小
型
廃
家
電
類
を
除
く
）に

伴
い
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
ご

み
集
積
所
の
跡
地
に
つ
い
て
、

跡
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
所
有

し
て
い
る
方
を
対
象
に
売
却
を

行
っ
て
い
ま
す
。

売
却
対
象
者
購
入
を
希
望
す
る

跡
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
所
有

す
る
方

　
※
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
跡
地
は
、
売
却
し
ま
せ
ん
。

①
ご
み
収
集
に
伴
う
一
時
積
み

替
え
保
管
場
所
や
公
共
用
地
と

し
て
活
用
す
る
跡
地
②
マ
ン
ホ

ー
ル
な
ど
が
存
在
す
る
跡
地

売
却
価
格
固
定
資
産
税
路
線
価

を
基
礎
と
し
て
、
狭
小
性
に
応

じ
た
減
価
率
を
乗
じ
た
上
で
、

工
作
物
の
撤
去
費
用
を
差
し
引

い
て
算
出
し
ま
す

引
渡
形
態
現
状
有
姿
で
の
引
渡

し
と
な
り
ま
す

j
案
内
書
は
、ご
み
対
策
課（
八

幡
町
２

−

１０

−

１０
）で
配
布
す

る
他
、
市
n
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す

l
同
課
業
務
係
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時〈
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
〉）

市n

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

利
用
者
懇
談
会
委
員
募
集

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
ま
ろ

に
え
ホ
ー
ル
）は
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は

適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
行
う

た
め
施
設
利
用
、
企
画
実
施
な

ど
に
つ
い
て
年
２
回
程
度「
利

用
者
懇
談
会
」を
開
催
し
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

者
懇
談
会
の
委
員
任
期
は
２
年

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
度
、
利

用
者
代
表
の
委
員
の
欠
員
に
伴

い
委
員
を
募
集
し
ま
す

任
期
委
嘱
の
日
～
９
年
７
月
３１

日募
集
人
数
１
人（
選
考
の
上
決

定
）

応
募
方
法
６
月
１６
日
㈪
ま
で
に

（
必
着
）、「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
期
待
す
る
こ
と
」に
つ
い
て

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

程
度
に
ま
と
め
、
氏
名
・
住
所

・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵

送（
〒
２０３

−

０
０
５
４
、
中
央

町
２

−

６

−

２３
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
市
民
委
員
選
考
係
宛

て
）ま
た
は
直
接
同
セ
ン
タ
ー

へ
持
参
を

　
※
選
考
結
果
は
後
日
通
知
し

ま
す
。
提
出
さ
れ
た
原
稿
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
３

・
７
８
１
１（
第
４
月
曜
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）

自
動
通
話
録
音
機
を 

無
償
で
貸
し
出
し
ま
す

　
自
動
通
話
録
音
機
は
電
話
の

呼
び
出
し
音
が
鳴
る
前
に
相
手

へ
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
た

め
、
犯
人
が
通
話
を
断
念
し
、

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

e
市
内
在
住
で
６５
歳
以
上
の
方

貸
出
台
数
先
着
５０
台（
１
世
帯

に
つ
き
１
台
）

h
本
人
確
認
書
類
ま
た
は
公
的

機
関
の
発
行
し
た
住
所
・
氏
名

が
確
認
で
き
る
郵
便
物
な
ど

（
窓
口
で
の
貸
与
の
際
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
）

i
▼
設
置
す
る
電
話
機
が
迷
惑

防
止
機
能
付
の
場
合
は
設
置
で

き
ま
せ
ん
▼
貸
与
後
の
設
置
は

ご
自
身
で
お
願
い
し
ま
す
▼
す

で
に
田
無
警
察
署
お
よ
び
市
か

ら
貸
与
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対

象
外
と
な
り
ま
す

k
６
月
２
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
防
災
防
犯
課
へ
貸
し
出

し
希
望
の
旨
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
日
程
調
整
の
上
、
指
定
の

日
時
に
同
課
窓
口（
市
役
所
２

階
）で
貸
与
し
ま
す

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

６
９（
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時〈
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
〉）受

験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ 

支
援
貸
付
事
業

　
都
で
は
、
受
験
生
を
持
つ
生

計
中
心
者
に
対
し
、
学
習
塾
な

ど
の
費
用
や
受
験
費
用
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。
高

校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の

対
象
校
に
入
学
し
た
場
合
、
返

済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

７
年
度
よ
り
学
習
塾
等
受
講
料

と
高
校
３
年
生
等
の
受
験
料
貸

付
上
限
額
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

貸
付
対
象
中
学
３
年
生
、
高
校

３
年
生
、
７
年
４
月
１
日
時
点

で
２０
歳
未
満
の
高
校
・
大
学
の

中
途
退
学
者
・
浪
人
生
な
ど

貸
付
金
額
▼
学
習
塾
等
貸
付
金

＝
３０
万
円
▼
受
験
料
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
な
ど
が
２
万
７
４

０
０
円
、
高
校
３
年
生
な
ど
が

１２
万
円（
い
ず
れ
も
上
限
額
）

j
利
用
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い

k
８
年
１
月
３０
日
㈮
ま
で
に
福

祉
総
務
課（
市
役
所
１
階
）へ
。

都
の
事
業
で
す
が
、
申
し
込
み

は
同
課
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
は
８
年
１
月
２３
日
㈮
ま

で
に
事
前
に
連
絡
の
上
、
同
課

に
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
手
続
き
も
可
能
で
す

l
同
課
福
祉
政
策
係
☎
042
・
４

７
０
・
７
７
４
９

市n

平
和
へ
の
願
い
を
込
め

て
千
羽
鶴
を
作
り
ま
せ

ん
か

　
市
で
は
、
平
和
事
業
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
て
製
作
し
た
千
羽
鶴

を
年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
今
年
は
６
月
１３
日
㈮

ま
で
に
い
た
だ
い
た
千
羽
鶴
を

７
月
１
日
㈫
～
１０
日
㈭
に
市
役

所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に
て
展
示

し
、
そ
の
後
、
製
作
者
の
希
望

に
よ
り
広
島
市（
平
和
記
念
公

園
）と
長
崎
市（
長
崎
原
爆
資
料

館
）に
届
け
ま
す
。

受
付
場
所
総
務
課（
市
役
所
４

階
）

i
折
り
鶴
は
必
ず
糸
に
つ
な
い

だ
状
態
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

糸
に
つ
な
が
れ
て
い
な
い
折
り

鶴
は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん

j
折
り
紙
が
必
要
な
方
は
同
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）

l
同
課
庶
務
担
当
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
１
４

国
勢
調
査
の
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
募
集
の
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
６
月
３０
日
㈪
ま
で

活
動
期
間
９
月
上
旬
～
１１
月
上

旬対
象
お
お
む
ね
２０
歳
以
上
で
健

康
な
方
、
警
察
・
選
挙
に
直
接

関
係
の
な
い
方
、
暴
力
団
お
よ

び
そ
の
関
係
者
で
は
な
い
方

仕
事
内
容
①
説
明
会
に
参
加
②

担
当
調
査
区
の
巡
回
お
よ
び
書

類
の
作
成
③
調
査
票
等
の
配
布

④
未
回
答
世
帯
へ
の
回
答
依
頼

⑤
調
査
関
係
書
類
の
整
理
お
よ

び
提
出

報
酬
１
調
査
区
約
４０
～
７０
世
帯

で
、
原
則
２
～
３
調
査
区
を
担

当
。
１
調
査
区
約
３
万
５
千
円

程
度（
予
定
）

k
市
n
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
直
接
総
務
課（
市
役
所

４
階
）で
申
込
書
を
記
入
。
そ

の
後
、
面
接
を
経
て
登
録
が
完

了
と
な
り
ま
す

l
同
課
統
計
調
査
担
当
☎
042
・

４
７
０
・
７
８
１
０

市n

令和７年度
明るい選挙ポスターコンクール 作品募集作品募集

　投票参加、明るい選挙を進めるため、選挙啓発ポスター作品を募集します。
ポスターの内容将来の有権者である児童・生徒を対象に、選挙への関心を持つよう訴
えるもの、明るい選挙の実現を呼びかけるもの
応募資格市内在住・在学の小学校児童、中学校・高等学校の生徒
応募期間 ９ 月 ８ 日㈪まで
提出先市内の学校に在学の方は各学校、その他の方は市選挙管理委員会（市役所 ７階）
画材と大きさ描画材料は自由（紙や布など、絵の具材料だけに限りません）。大きさは
画用紙の四つ切（５４２mm×３８２mm）、八つ切（３８２mm×２７１mm）
i作品の裏面右下に学校名・学年・氏名（ふりがな）を必ず記入して
ください。なお、応募作品は返却しますが、入選作品の著作権は都
および市に帰属し、優秀作品については啓発パンフレットなどに利
用させていただく場合があります。詳細は市nをご覧ください
l市選挙管理員会事務局☎０４２・４７０・７７９０ 市n

観
光
情
報
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ

ー
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　
市
の
観
光
・
産
業
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
、
観
光
情
報
ペ
ー

ジ
に
広
告（
バ
ナ
ー
広
告
）を
掲

載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
の
市
n
か
ら
も
広

告
バ
ナ
ー
が
見
ら
れ
ま
す
。

基
準
公
共
性
と
品
位
を
損
な
わ

な
い
も
の

　
※
政
治
・
宗
教
活
動
、
意
見

広
告
と
個
人
宣
伝
な
ど
は
除
き

ま
す
。

規
格
縦
６０
ピ
ク
セ
ル
、
横
１
５

０
ピ
ク
セ
ル
。
５０
キ
ロ
バ
イ
ト

以
内
。
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式

掲
載
料
１
枠
当
た
り
月
１
２
０

０
０
円

締
切
日
掲
載
希
望
月
の
前
々
月

の
１５
日

j
▼
詳
細
や
掲
載
場
所
は
、
市

n
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
広
告

デ
ザ
イ
ン
は
広
告
主
で
作
成
し

て
い
た
だ
き
ま
す

k
市
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い

l
産
業
政
策
課
振
興
企
画
係
☎

042
・
４
７
０
・
７
７
４
３

市n
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

住環境 お知らせ



職
員
募
集

会
計
年
度
職
員
募
集

　
募
集
の
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市n

◎
児
童
厚
生
指
導
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職
）

任
用
期
間
７
月
１
日
～
８
年
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

報
酬
月
額
２２
万
４
１
７
０
円

j
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇

用
保
険
の
加
入
あ
り

応
募
資
格
の
有
無
有

申
込
期
限
６
月
１３
日
㈮
ま
で

◎
夏
季
短
期
職
員（
会
計
年
度

任
用
職
員・ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

任
用
期
間
７
月
２２
日
～
８
月
３１

日勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
７

月
３０
時
間
程
度
、
８
月
７５
時
間

程
度
、
午
前
８
時
１５
分
～
午
後

６
時
の
間
で
４
～
７
時
間
の
シ

フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務
あ
り
）

報
酬
時
給
１
２
２
４
円

応
募
資
格
の
有
無
無

申
込
期
限
７
月
４
日
㈮
ま
で

《
共
通
事
項
》

　
市
の
規
則
に
基
づ
き
、
交
通

費
等
が
別
途
支
給
さ
れ
ま
す
。

勤
務
場
所
市
内
学
童
保
育
所

募
集
人
数
若
干
名

募
集
説
明
会
６
月
３
日
㈫
午
前

１１
時
か
ら（
３０
分
程
度
）・
５
０

２
会
議
室

l
児
童
青
少
年
課
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
３
５官

公
署

　
な
ど

都
民
住
宅（
東
京
都
施

行
型
）の
入
居
者
募
集

　
都
民
住
宅（
東
京
都
施
行
型
）

は
、
都
が
所
有
し
て
い
る
中
堅

所
得
者
向
け
フ
ァ
ミ
リ
ー
賃
貸

住
宅
で
、
原
則
と
し
て
仲
介
手

数
料
・
礼
金
・
更
新
料
・
保
証

人
が
不
要
で
す
。

　
※
都
営
住
宅
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

e
申
込
者
が
都
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
、 

同
居
親
族
が
い
る

こ
と
、 

世
帯
所
得
が
基
準
内
で

あ
る
こ
と
な
ど

i
市
内
に
は
都
民
住
宅
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
所
在
地
は
募
集

案
内
ま
た
は
都
住
宅
供
給
公
社

n
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

k
同
公
社
n
ま
た
は
同
公
社
都

営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

空
き
家
を
随
時
申
し
込
み
受
け

付
け
。
募
集
案
内
は
市
都
市
計

画
課
窓
口（
市
役
所
５
階
）で
配

布l
同
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
☎
０３

・
３
４
９
８
・
８
８
９
４（
平

日
午
前
９
時
～
午
後
６
時 

）

同公社n

都
内
商
店
街
で
の
店
舗

開
業
を
支
援
し
ま
す

　「
若
手
女
性
リ
ー
ダ
ー
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
助
成
事
業
」「
商
店

街
起
業
・
承
継
支
援
事
業
」と

し
て
、
開
業
時
に
か
か
る
店
舗

新
装
・
改
装
工
事
費
、
設
備
・

備
品
購
入
費
、
宣
伝
広
告
費
、

店
舗
賃
借
料（
３
年
間
）の
一
部

を
助
成
し
ま
す
、
最
大
助
成
額

は
８
４
４
万
円
で
す
。

申
請
書
類
提
出
期
間
▼
第
２
回

＝
６
月
２３
日
㈪
～
７
月
１４
日
㈪

▼
第
３
回
＝
９
月
１８
日
㈭
～
１０

月
９
日
㈭

　
※
第
１
回（
４
月
７
日
～
２８

日
）は
終
了
。

e
新
た
に
店
舗
開
業
を
予
定
し

て
い
る
方
や
事
業
承
継
を
す
る

方
、
か
つ
商
店
会
に
加
入
予
定

の
事
業
者

l
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小

企
業
振
興
公
社
助
成
課
若
手
女

性
・
商
店
街
事
業
担
当
☎
０３
・

３
２
５
１
・
７
９
２
６同財団n

健
康
づ
く
り
調
理
師
研

修
会

a
▼
第
１
回
＝
７
月
２
日
㈬
▼

第
２
回
＝
７
月
８
日
㈫
い
ず
れ

も
午
後
２
時
～
４
時

　
※
各
回
の
い
ず
れ
か
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

b
多
摩
小
平
保
健
所

c「
簡
単
べ
ジ
ス
イ
ー
ツ
講
座
」

f
各
回
先
着
２０
人

d
た
し
ろ
ゆ
き
こ
氏（
料
理
研

究
家
・
野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ
）

e
飲
食
店
等
で
調
理
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
方

g
５
０
０
円（
当
日
集
金
）

k
各
回
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
同
保
健
所
n
か
ら
申
し

込
み
を
。
手
話
通
訳
や
車
い
す

席
等
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１

カ
月
前
ま
で
に
申
し
込
み
を

（
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
）

l
同
保
健
所
生
活
環
境
安
全
課

保
健
栄
養
担
当
☎
０４２
・
４
５
０

・
３
１
１
１

都
立
六
仙
公
園 

ち
ょ
い
ボ
ラ
Ｄ
Ａ
Ｙ

　
公
園
で
気
軽
に
楽
し
く
ち
ょ

こ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

a
６
月
７
日
㈯
午
前
９
時
半
～

１１
時
半（
雨
天
中
止
）

b
都
立
六
仙
公
園（
中
央
町
３

−
２３

−

６
）の
花
壇

g
無
料

h
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、

軍
手

k
l
都
立
六
仙
公
園
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５
・
１

０
３
１補

助
金
・
助
成
金
活
用

団
体
募
集

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

補
助
金
・
助
成
金
を
活
用
し
て

「
安
心
と
心
ゆ
た
か
な
　
み
ん

な
の
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
た
地
域
福
祉
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
な
お
個
別
相
談
、
書
類
作

成
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

①
７
年
度
下
期
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
地
域
福
祉
活
動
補
助
金

e
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
非
営
利
団

体募
集
要
項
配
布
・
申
請
受
付
７

月
３
日
㈭
～
８
月
６
日
㈬
午
後

５
時
に
同
協
議
会
事
務
局
、
中

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で

②
支
え
合
い
の
地
区
づ
く
り
助

成
金

e
社
協
登
録
の
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー

ム
・
子
育
て
サ
ロ
ン
・
み
ん
な

の
サ
ロ
ン

募
集
要
項
配
布
・
申
請
受
付
要

項
は
同
協
議
会
n
か
ら
取
得
可
。

申
請
は
同
協
議
会
で
通
年
受
け

付
け

l
同
協
議
会
地
域
福
祉
担
当
☎

042
・
４
７
５
・
０
７
３
９

同協議会n

有
償
家
事
援
助
活
動

「
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
」

協
力
会
員
募
集

　
高
齢
者
や
障
害
者
、
産
前
産

後
に
お
困
り
の
方
が
、
住
み
慣

れ
た
家
で
生
活
で
き
る
よ
う
に

家
事
を
手
助
け
す
る
地
域
の
助

け
合
い
活
動
で
す
。
空
い
て
い

る
時
間
で
協
力
で
き
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

c
次
の
中
か
ら
提
供
で
き
る
内

容
を
選
ん
で
登
録
▼
食
事
の
支

度
▼
衣
類
な
ど
の
洗
濯
・
繕
い

▼
住
居
の
掃
除
・
整
理
▼
生
活

用
品
の
買
い
物
▼
話
し
相
手
・

朗
読
・
代
筆
▼
外
出
・
通
院
付

き
添
い
▼
そ
の
他

e
１８
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健

康
な
方

g
年
会
費
１
０
０
０
円
以
上

謝
金
１
時
間
あ
た
り
８
０
０
円

k
l
電
話
で
市
社
会
福
祉
協
議

会
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
☎
042
・

４
７
３
・
０
２
９
４
へ
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官公署など職員募集

会 員 募 集
◆謡曲・観世流　東久留米修声会＝a毎
月第 １ 、第 ３ 金曜日午前10時～11時b滝
山団地第 ２ 住宅集会所g会費月5,000円
jプロの能楽師の指導のもとで役割ごと
に分担して謡いますl中村☎042・474・
9079
◆東久留米自然ふれあいボランティア＝
a毎月第 2 ・第 ４ ・第 ５ 土曜日および土
曜日に活動がない金曜日午前 9 時～午後
３ 時b市内の緑地保全地域などの雑木林
g会費年1,000円jどなたでも参加でき
ます。詳細はくるくるチャンネルをl豊
福☎042・475・7643
◆歌謡ウイング（カラオケ練習）＝a月 4
回。午後 ０ 時半～ ３ 時半b生涯学習セン
ター他g入会金1,000円、会費2,000円j
女性、男性の課題曲の練習したのち、自
分の好きな曲をカラオケで歌えますl松
木☎090・5820・4243
◆空手教室（公式ルール派）＝ab毎週月
曜日が神宝小学校、火曜日が小山小学校、
木曜日が第一小学校、金曜日が東部地域
センター、いずれも午後 ６ 時～ 8 時。日

曜日が第二小学校、第三小学校、午前10
時～正午g入会金1,000円、会費月4,000
円（家族・高齢者割引あり）j 2 歳児から
高齢者まで。基礎からムリなく指導。無
料体験ありl依岡☎090・3223・9467
◆東久留米市ターゲット・バードゴルフ
協会＝a毎週月曜・水曜・木曜日午前 9
時～正午他b白山公園他g会費年7,000
円j誰でも無料体験OK。手ぶらで可。
貸しクラブあり。ミニゴルフですl坂田
☎042・473・5245
◆滝山青葉会＝a毎月月曜～土曜日b西
部地域センターg無料j予約不要。初心
者から高段者まで歓迎。リーグ戦年 3 回、
1 日大会年 ２ 回l井上☎090・2144・7281
◆東久留米パソコンクラブ＝a月 ３ 回。
金曜日午後 1 時半～ ３ 時半b生涯学習セ
ンターg会費月１,000円j初心者が楽し
く写真を合成・加工して美しくする。パ
ソコン持参l渋沢☎080・1257・3857
◆女声コーラスゼーレ＝a毎月 ３ 回。土
曜日午後 ６ 時半～ ９ 時b南部地域センタ
ー他g会費月4,000円j歌の好きな方一
緒に歌いませんか？l伊藤☎080・3128
・5873
◆市民朗読劇の会＝a月 ３ 回。日曜日午
後 1 時～ ５ 時b西部地域センターg会費
年3,000円程j市民参加の夏の朗読劇、

8 月30日一緒に舞台にたちませんかl松
村☎080・3438・0077
◆NPO法人国際書画交流会＝a月 2 回。
月・火・水・金・日コース午前10時～正
午他b書道練成院（浅間町 1 −12− 7 ）、
南部地域センター（火曜コース）g会費月
2,000円j初心者・高齢者歓迎。師範資
格取得も可。住所をSMSでお送りくだ
さい。資料投函しますl福田☎090・
9396・6964
◆健康野球ブラックキャッツ＝a毎週木
曜日午前 8 時半～正午b滝山球場g会費
月１,000円他j野球好きの60歳代から80
歳代の仲間で紅白戦で楽しんでプレーを
していますl佐藤☎090・8006・7823
◆アザミの会＝a月 4 回。水曜日正午～
午後 ５ 時b滝山団地西集会所g会費月
１,000円j健康を目的としたマージャン
の会ですl永田☎042・47７・８４７７

催 し
◆子ども食堂チャリティーコンサート第
23回童謡まつり（童謡を歌う会・みくの
会）＝a 6 月22日㈰午後 2 時開演（ 1 時半
開場）b生涯学習センターホールg200円

（全額寄付）j戦後80年あの日あの時に生
まれた歌、みんなで歌おうコンサートで
すl井上☎090・5565・0552

◆第４０回朗読サロン（東久留米図書館友
の会）＝a ６ 月２１日㈯午後 １ 時半開演（ １
時１５分開場）b生涯学習センター第 １ ・
２ 集会学習室g無料j耳で聞く文学作品
を楽しみ、ほっとする午後を過ごしませ
んかl辻☎042・473・2925
◆東久留米うたう会例会（東久留米うた
う会）＝a 6 月 8 日㈰午後 2 時～ 4 時15
分b東部地域センターg参加費300円j
なつかしい唱歌、昭和の流行歌など楽し
くうたいましょうl湯田☎042・474・
7992
◆第14回定期演奏会（ドリームウェスト
ウィンドオーケストラ）＝a 6 月14日㈯
午後 2 時開演（ 1 時15分開場）bタクトホ
ームこもれびGRAFAREホールメインホ
ールg入場料無料j指揮、石井孝明。演
奏予定曲：雷神・マツケンサンバⅡ他l
水上☎090・1612・4536

市 民 伝 言 板
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